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《2月のマテーラ》2020年

展覧会によせて
木原和敏さんとは、彼が25歳ぐらいからのお付き合いで、私が東京セン
トラル美術館（彩壺堂）にいた時代から、四十数年にわたり応援し、作
品の変化を見つづけ、同道してまいりました。彼の人としての生き様
も、画廊宮坂の精神と重なる部分が多いと感じています。そんな彼だか
らこそ、今日を共に迎えることができました。
今に満足せず、これからも努力・精進し、一段上の芸術を目指して頑張
ってほしいと願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画廊宮坂　宮坂 祐次

　●開館時間　10:00～16:00(入館15:30まで)
　●入館料　　大人 600円／中高生 300円／小学生以下 無料　　　　
　●休館日　　月・火曜日（10/15はイベントのため通常営業なし）
　●駐車場　　7台
　●交通案内　【電車】つくばエクスプレス／東武アーバンパークライン
　　　　　　　　流山おおたかの森駅　西口　徒歩20分
　　　　　　    【バス】■東武バス　南流山駅／クリーンセンター行　2番のりば
　　　　　　　　          　 大畔下車　徒歩5分
　　　　　　　　　　　 ■流山ぐりーんバス（西初石ルート）1番のりば
　　　　　　　　　　　    おおぐろの森中学校前　徒歩1分　　　　　　　

〒270-0122　千葉県流山市大字大畔315
Tel/Fax　04-7136-2207
https://morino-bijutsukan.com

木原和敏先生は、透明感のある女性の柔らかな表情や自然な佇まいを描き、高い評価を
得ている洋画家で、日展や白日会の会員として第一線で活躍されています。

女性の表情、身に着けているドレスやレースなどの細かな描写に惹きつけられるのはも
ちろん、その周りの空気感や画面の外の世界を想像させる素晴らしい表現力は「目には
見えない、そこに存在するもの」をすべて描き出し、観るものを魅了します。

本展覧会では、約30点の人物画を展示いたします。写真と見間違うような写実表現が流
行する中で、緻密ながらも筆の運びがしっかり見える”木原和敏のリアリズム”をぜひ
お楽しみください。

《青いストール》2013年

先生に人物のクロッキーをしていただきます。クロッキー
は、モチーフの特徴を素早く捉えてシンプルな線で描き上
げます。プロの作家の制作風景を見ることができ、大変勉
強になる良い機会です。

絵を描く過程や完成した作品は後日ホームページにて発信
します。お楽しみに。

■人物クロッキー10/21（土）13：30～■人物クロッキー10/21（土）13：30～

■ギャラリートーク　9/23（土）13：30～■ギャラリートーク　9/23（土）13：30～
絵を描く上で大切にしていることや、画題の選び方など、
絵に関することは何でもお話しくださるとのこと。

展示している絵についての説明もしてくださいます。

■中学生向け講義　11/18（土）10：30～■中学生向け講義　11/18（土）10：30～

※イベント情報の詳細は、森の美術館公式ホームぺー
   ジ・Tw i t t e rにて随時発信します。

※10/15(日)はイベントのため通常営業はありません

おおぐろの森中学校美術部の生徒向けに講義をしていただ
きます。ご一緒に参加したい方大歓迎です。

※講義のため、混雑や声などが気になる場合がございま
す。ご了承ください。

1958年　広島市生まれ
1978年　ひろしま美術研究所にて久保田辰男(現在一水会運営委員)に師事
1982年　第11回現代洋画精鋭選抜展　金賞
1983年　東京セントラル美術館油絵大賞展　入選
1994年　第70回白日会展　佳作賞・T賞
1999年　第31回日展　特選
2001年　第34回現代美術選抜展（文化庁）に出品
2003年　第19回広島県民文化奨励賞
2006年　第38回日展　特選
2010年　第42回日展　審査員
2011年　第87回白日会展　内閣総理大臣賞
2019年　それぞれのリアリズム展－4人展（森の美術館）
2022年　木原和敏画集　－そこにあるもの－　刊行
2023年　木原和敏展　気配～そこに在るもの～（森の美術館）

＜個展＞ 
水彩・素描展〈7月〉・油彩画展〈12月〉（銀座：画廊宮坂 毎年開催）
津田画廊（京都）、福屋百貨店（広島）、置戸ぽっぽ絵画館（北海道）等

現在 白日会会員　日展会員

Kihara Kazutoshi


